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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不織布シート材料を含む、少なくとも１つのカフを含む吸収性物品であって、前記カフ
又は前記不織布シート材料が、少なくとも１．５ｋＰａ（１５ｍｂａｒ）の静水頭値（本
明細書に記載の試験法で４９ｍＮ／ｍの試験液体を用いて測定される）を有し、前記不織
布シート材料に水性インク組成物を適用することにより得ることができるインク組成物を
含み、前記インク組成物が、少なくとも、水、色素、弾性フィルム形成ポリマーである固
定補助剤ポリマー、及び、水性インク組成物の表面張力を少なくとも８ｍＮ／ｍ（本明細
書に記載の方法により測定したとき）低下させることができる表面張力低下剤を含む、吸
収性物品。
【請求項２】
　インク組成物が５重量％未満の有機溶媒を更に含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記弾性フィルム形成ポリマーは、炭化水素系弾性フィルム形成ポリマーである、請求
項１または２記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記不織布シート材料が、前記インク組成物の適用前及び前記インク組成物の適用後に
、少なくとも２ｋＰａ（２０ｍｂａｒ）の静水頭値を有する、請求項１～３のいずれか一
項に記載の吸収性物品。
【請求項５】



(2) JP 5073762 B2 2012.11.14

10

20

30

40

50

　前記インク組成物を含む前記不織布シート材料又は前記カフが、４．０未満のΔＥ（Ｃ
ＩＥ）の摩擦係数を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記インク組成物を含む前記シート材料が、少なくとも０．２のインク光学密度を有す
る、請求項１～５のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記インク組成物が、少なくとも３０重量％の水、及び１０重量％未満の有機溶媒を含
む水分散物又は溶液の形で適用される、請求項１～６のいずれか一項に記載の吸収性物品
。
【請求項８】
　前記表面張力低下剤が、前記インク組成物の表面張力を少なくとも１０ｍＮ／ｍ（本明
細書に記載の方法で測定したとき）低下させる、請求項１～７のいずれか一項に記載の吸
収性物品。
【請求項９】
　前記不織布シート材料が、層の間の接続合計領域の４０％未満の表面領域上で相互に接
着されている、２つ以上の不織布ラミネート層を含み、各不織布ラミネート層が、相互に
積層された２つ以上の不織布ウェブを含み、各不織布ラミネート層が少なくともメルトブ
ロー繊維を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記カフが、前記不織布シートを含む肛門及び／若しくは生殖器カフであり、又は前記
物品が、前記不織布シートを含む肛門及び／若しくは生殖器カフを含み、前記カフが長手
方向縁部を備える開口部を備え、前記開口部は、前記各長手方向縁部に沿って、前記開口
部に沿った長手方向において前記開口部を超えて延在する少なくとも１つの弾性バンドを
有し、前記インク組成物が前記開口部の１つ以上の前記縁部に沿って及び／若しくは近接
して、並びに／又は、前記弾性バンドに沿って若しくは近接して存在する、請求項１～９
のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記固定補助剤ポリマーが、水中での前記ポリマーの分散物として適用される、請求項
１～１０のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記インク組成物を含む前記不織布シート材料が、前記インク組成物を含まない前記シ
ート材料の表面エネルギー及び／又は静水頭値の７０％～１２０％の前記表面エネルギー
及び／又は静水頭値を有する、請求項１～１１のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記表面張力低下剤は、ジオール界面活性剤を含む、請求項１～１２のいずれか一項に
記載の吸収性物品。
【請求項１４】
　前記カフ又は前記不織布シート材料が、少なくとも２ｋＰａ（２０ｍｂａｒ）の静水頭
を有し、前記シート又は前記カフの前記領域が、少なくとも０．２の光学密度を有し、及
び、４．０未満のΔＥ（ＣＩＥ）の摩擦係数を有する前記インク組成物を含む、請求項２
に記載の吸収性物品。
【請求項１５】
　インク組成物を含む不織布シート材料を含むカフを含む吸収性物品の製造方法であって
、
　ａ）少なくとも１．５ｋＰａ（１５ｍｂａｒ）の静水頭値を有する不織布シート材料を
得る工程と、
　ｂ）水、色素、固定補助剤ポリマー及び表面張力低下剤を含む水性インク組成物を得る
工程と、
　ｃ）前記不織布シート材料をカフに成形して、前記カフを吸収性物品に適用し、又は、
前記不織布シート材料を吸収性物品に適用して、それをカフに成形し、カフを備える吸収
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性物品を得る工程と、
　ｄ）前記インク組成物を工程ａ）の前記不織布シート又は工程ｃ）の前記カフ若しくは
前記物品に適用する工程と、
　ｅ）工程ｄ）の前記不織布又はカフを乾燥させる工程と、を含む、製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性形で適用される、インク組成物を含む高バリアシートを含む吸収性物品
及びこのような物品の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　衛生物品業界では、特に物品の魅力を高めるために、印刷されたバックシートを備える
おむつ及び生理用ナプキン又は印刷されたウエストバンド部分を備えるおむつのような物
品を提供することが慣例となっている。単独に、又は更に、このような物品は、物品の構
成要素の位置を合わせ、段階的に導入するために、製造プロセス中に必要とされる小さな
印刷された印を含む場合が多い。近年、物品の適用に役立つ、印刷された情報を有する吸
収性物品を提供することに対する関心も高まっている。
【０００３】
　これらの物品の一部は、レッグカフ若しくはバリアカフ、又は、例えば欧州特許出願公
開第０１１１７６７０．８号に記載されているような、大きな開口部を備えるトップシー
トとも呼ばれる、近年開発された肛門／生殖器カフのような疎水性構成要素を含む。
【０００４】
　例えば印刷された像を必要とする吸収性物品の疎水性バックシートは、典型的には、（
プラスチック）フィルムを備え、これは印刷インクに対して高い親和性を有する平滑面を
有する。カフのような、衛生物品の他の疎水性材料は、有機溶媒系インク組成物で着色さ
れていてよく、なぜならこのようなシート材料はこのような有機溶媒系インク組成物に対
する親和性が高いためである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０１１１７６７０．８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　それにもかかわらず、発明者らは、インクに対する親和性の低い繊維状表面を有する、
高バリア不織布材料上にインク組成物を印刷するのが困難であることを見出し、彼らは、
高バリア特性を有する不織布上に良質な永続的印刷を提供し、そのインクが着用者に適し
、非刺激性であり、かつ不織布材料の特性に影響を与えないことが困難であるのを見出し
た。これは、インク組成物を備えるこれらの材料が、使用中血液及び尿のような排泄物と
接触する場合、更により困難である恐れがある。更に、これらの不織布バリア材料が使用
中ユーザの皮膚に接触するとき、有意な量のインク組成物が皮膚上にはがれ落ちないこと
が重要である。
【０００７】
　発明者らは、例えば水中でのポリマーの分散物として適用される、ポリマー固定補助剤
、例えばフィルム形成弾性ポリマー及び／又は特定の表面張力低下剤を含む特定の水系イ
ンク組成物を、高バリア不織布シート材料上に適用して、（大部分の）バリア特性を維持
しながら、優れたかつ永続的な印刷及び／若しくは色品質を有する印刷された又は着色さ
れた不織布シート提供できることを見出した。これは特に驚くべきことである、なぜなら
、一般に水系インク組成物を極めて疎水性であるバリア材料に適用することは困難である
ためである。
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【０００８】
　更に、このような水系インク組成物は、ユーザの皮膚に対して無害であり、かつプロセ
スに対して安全であるように配合することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、水性インク組成物を不織布シート材料に適用することにより得ることができ
る、インク組成物を含む、少なくとも１．５ｋＰａ（１５ｍｂａｒ）の静水頭（本明細書
に記載の試験法で４９ｍＮ／ｍの試験液体を用いて測定される）を有する不織布シート材
料を含む、少なくとも１つのカフを含む吸収性物品であって、前記インク組成物が、
　ａ）水と、
　ｂ）色素と、
　ｃ）固定補助剤ポリマー、所望により弾性フィルム形成ポリマー及び／又は、水性イン
ク組成物の表面張力を少なくとも８ｍＮ／ｍ（本明細書に記載の方法により測定したとき
）低下させることができる表面張力低下剤と、を含む、吸収性物品に関する。
【００１０】
　本発明はまた、所望により本明細書に記載するようなジオール系界面活性剤、色素及び
弾性フィルム形成ポリマーを含む、表面張力低下剤を含む、水性形で適用されるインク組
成物を含む、例えば上記のような、不織布シート材料を含む、このような物品に関する。
【００１１】
　本発明はまた、このような物品及びそのカフ又は不織布シートを製造する方法に関する
。
【００１２】
　本発明はまた、少なくとも１．５ｋＰａ（１５ｍｂａｒ）の静水頭値（本明細書に記載
の試験法で４９ｍＮ／ｍの試験液体を用いて測定される）を有するカフ又は不織布上への
水系インク組成物の使用方法であって、前記インク組成物が少なくとも水、色素、所望に
より弾性フィルム形成ポリマーである固定補助剤ポリマー、及び所望により水性インク組
成物の表面張力を少なくとも８ｍＮ／ｍ（本明細書に記載の方法により測定したとき）低
下させることができる表面張力低下剤を含む使用方法に関する。
【００１３】
　本発明はまた、例えば、本明細書に記載及び請求するような特定の不織布シート及び層
及びウェブ配置を有する、並びに／若しくは、少なくとも１．５ｋＰａ（１５ｍｂａｒ）
の静水頭値（本明細書に記載の試験法で４９ｍＮ／ｍの試験液体を用いて測定される）を
有する上記のようなカフ又は不織布上への水系インク組成物の使用方法であって、前記イ
ンク組成物が少なくとも水；色素；所望により弾性フィルム形成ポリマーである固定補助
剤ポリマー；及び所望により水性インク組成物の表面張力を少なくとも８ｍＮ／ｍ（本明
細書に記載の方法により測定したとき）低下させることができる表面張力低下剤を含む使
用方法に関する。
【００１４】
　好ましい不織布シート材料及び／又はカフは、２つ以上の不織布ラミネート層を含み、
それは前記層の間の接続合計領域の４０％未満の表面領域で相互に接着されており、各不
織布ラミネート層は相互に積層した２つ以上の不織布ウェブを含み、各不織布ラミネート
層は少なくともメルトブロー繊維を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】収縮した又は部分的に収縮した状態の、本明細書のインク組成物を含む、印刷さ
れた図柄を含む、本発明のおむつの実施形態の斜視図。
【図２】収縮した又は部分的に収縮した状態の、図１のおむつの平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本明細書で使用するとき、「吸収性物品」は、体液を吸収することができ、かつ、ユー
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ザの生殖器及び／又は肛門に近接して定置されるのに好適な任意の物品（特に成人用又は
乳幼児用おむつ、及びいわゆるトレーニング又はプルアップパンツ、生理用パッド又はナ
プキン、パンティライナー、成人用失禁パッドが挙げられる）を意味する。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「空隙」は、少なくとも弛緩状態のときに存在する物品
内の又は物品に取り囲まれた空洞であって、糞便物質のような排泄物を受容し、収容する
役割を果たし、例えば、弛緩状態において少なくとも３ｃｍ３の空洞である。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、「長手方向」は、構成要素の最大直線寸法に、典型的には物
品の長手方向軸線にほぼ平行な方向であり、適用可能なときには、この平行方向の３０°
以内の方向も含まれる。
【００１９】
　「横」又は「横断」方向は、長手方向に直交し、物品の大部分及び長手方向軸線と同一
平面（the same plan）内にある方向であり、適用可能なときには、その直交方向の３０
°以内の方向も含まれる。
【００２０】
　本明細書で使用するとき、「弾性」又は「伸縮性」は、典型的には、少なくとも１方向
に弾性である、弾性材料から成る又は弾性材料を含む、構成要素又は成形品、例えばカフ
を意味する。本明細書で使用するとき、「非伸縮性」は、構成要素が弾性材料を全く含ま
ないことを意味する。
【００２１】
　本明細書で使用するとき、「～に沿って」は、「少なくとも部分的に～にほぼ平行な、
かつ、それに隣接した」ということを意味する。隣接とは、「～に近接した」及び「～と
接触している」を含む。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、「カフの開口部」又は「トップシートの開口部」は、ユーザ
の糞便物質、経血及び／又は生殖器を受容するのに十分な大きさ、例えば少なくとも２ｃ
ｍの長さ若しくは幅、又は少なくとも２ｃｍ２の表面積を有するトップシート又はカフ内
の領域を意味し、典型的にはトップシートにより囲まれた領域であり、そこにはトップシ
ート材料は存在しない。
【００２３】
　本明細書で使用するとき、「不織布ウェブ」は、単一ウェブであり、一方「不織布層」
は多数の不織布単一ウェブを含んでよく、「不織布シート」は多数の不織布層を含んでよ
い。
【００２４】
　本明細書の不織布シート又はカフは、材料の任意の部分にこのような値を有する場合、
本明細書に記載のパラメータ値を有すると考えられる。シート又はカフから１つを超える
サンプル、例えば少なくとも３又は少なくとも５個のサンプルを取ることができ、各サン
プルが本明細書に記載のようなパラメータ値を有することが好ましい場合がある。
【００２５】
　吸収性物品
　本発明の吸収性物品は、典型的には単回使用のための、使い捨て吸収性物品であってよ
い。本明細書で好ましい吸収性物品としては、生理用ナプキン、パンティライナー、成人
用失禁パッド又はおむつ、プルオンパンツ又はトレーニングパンツを含む乳児又は幼児用
おむつを挙げることができる。
【００２６】
　本明細書で好ましい吸収性物品は、本明細書で以下に記載するカフに加えて、当該技術
分野において既知である、液体不透過性であり、場合により水蒸気又は空気透過性若しく
は通気性であるバックシートであってよいバックシートを含んでよい。好ましい実施形態
では、（液体不透過性）バックシートは、例えば厚さ約０．０１ｍｍ～約０．０５ｍｍの
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熱可塑性フィルムのような薄いプラスチックフィルムを含む。好適なバックシート材料は
、典型的には、おむつから水蒸気を逃がすものの、排出物がバックシートを通り抜けるこ
とを防ぐ、通気性の材料を含む。好適なバックシートフィルムとしては、インディアナ州
テレホート（Terre Haute）のトレデガー・インダストリーズ社（Tredegar Industries I
nc）により製造され、商品名Ｘ１５３０６、Ｘ１０９６２、及びＸ１０９６４で販売され
ているものが挙げられる。
【００２７】
　バックシート又はその任意の部分が、１つ以上の方向に弾性的に伸張可能である、弾性
であってよい。
【００２８】
　吸収性物品は、典型的には、コアにより受容される体液を吸収する吸収性コアを含み、
前記コアは前記バックシート上に位置してよい。
【００２９】
　吸収性物品は、例えば、前記吸収性コア上に位置し、ユーザの皮膚に面する、コアカバ
ーシートを含んでよい。本明細書の１つの実施形態では、カフ（以下に記載する）はユー
ザの皮膚に接触し、これらをトップシート又はコアカバーシートの下に定置してよく、そ
の結果カフは少なくとも部分的にトップシート又はコアカバーシートを覆い、トップシー
ト又はコアカバーシートは吸収性コアを覆う。１つの実施形態では、コアカバーシートは
吸収性コアを覆い、（完全に又は部分的に）ユーザの皮膚に接触して存在してよく、一方
カフは吸収性コアを覆わないが、コアの（長手方向）縁部に沿って又は縁部上に位置する
。コアカバーシートは、例えば０．１ｍｍ～５ｍｍの平均最大直径の孔を有してよい。ト
ップシートは、いわゆる孔あき（成形）フィルムであってよく、これは液体不透過性材料
で作製してよい。
【００３０】
　バックシートは、当技術分野において既知の任意の取り付け手段によって、前記トップ
シート、吸収性コア、又はおむつの任意の他の要素に、取り付け又は接合してよい。トッ
プシート及びバックシートの長手方向側縁部が互いに直接取り付けられるが、トップシー
ト及びコアの長手方向縁部が互いに取り付けられない可能性もある。トップシート及びバ
ックシート又は物品の任意の他の部分若しくは構成要素を取り付けるための取り付け手段
は、接着剤の均一な連続層、接着剤の模様付き層、又は、米国特許第４，５７３，９８６
号明細書に開示されるような、接着剤の別個の線、らせん、若しくは点の配列を含んでも
よい。満足のいくものであることが判明している接着剤は、ミネソタ州セントポール（St
. Paul）のＨ．Ｂ．フラー社（H.B.Fuller Company）によって製造され、ＨＬ－１６２０
及びＨＬ－１３５８－ＸＺＰとして市販されている。あるいは、取り付け手段は、熱接着
、圧力接着、超音波接着、動的機械的接着、又は当該技術分野で既知の他の任意の好適な
取り付け手段、若しくはこれらの取り付け手段の組み合わせを含んでもよい。吸収性コア
は、粉砕木材パルプ、縮みセルロース詰め物（creped cellulose wadding）；コフォーム
を含むメルトブローポリマー；化学的に剛化、変性、又は架橋されたセルロース性繊維；
ティッシュラップ及びティッシュラミネートを含むティッシュ；吸収性発泡体；吸収性ス
ポンジ；超吸収性ポリマー；吸収性ゲル材料；又は任意の既知の他の吸収性材料若しくは
材料の組み合わせのような、一般に、圧縮性で、適合し、着用者の皮膚に対して刺激がな
く、尿を吸収し保持できる、あらゆる吸収性材料を含んでもよく、１つの実施形態として
は、吸収性ゲル材料の吸収性コア含量（例えば、コアラップを除く）の８０重量％超過を
含む吸収性貯蔵層を有し、吸収性セルロース材料、パルプ又はエアフェルトを含まなくて
よい、吸収性コアを挙げることができる。吸収性物品は、糞便物質を含む、排泄物を受け
入れ及び／又は不動化することが可能な、トップシートと吸収性コアとの間、又はカフと
トップシート若しくは吸収性コアとの間に配置された副層を更に含んでもよい。副層とし
て使用するのに好適な材料としては、大径気泡連続発泡体、マクロ孔質耐圧縮性不織布嵩
高品、連続及び独立気泡発泡体の大粒子成形物（マクロ及び／又はミクロ孔質）、嵩高不
織布、ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリウレタン発泡体若しくは粒子、多数の垂直配
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向の、所望によりループ状繊維ストランドを含む構造、又は所望により生殖器カバーシー
トに関して上述したような孔あき成形フィルムを含んでよい。（本明細書で使用するとき
、用語「ミクロ孔質」は、毛管現象によって流体を移送することができるが、５０マイク
ロメートル超過の平均孔径を有する材料を指す。用語「マクロ孔質」は、流体を毛管移送
するには大き過ぎる孔を有し、一般に直径が０．５ｍｍ（平均）を超える孔を有し、より
具体的には直径が１．０ｍｍ（平均）を超えるが、典型的には１０ｍｍ未満、又は更には
６ｍｍ（平均）未満の孔を有する材料を指す。
【００３１】
　本明細書の吸収性物品としては、使い捨ての成人用若しくは幼児用おむつ又はトレーニ
ングパンツ／プルアップパンツを挙げることができる。本明細書に開示するおむつ又はト
レーニングパンツはサイドパネルを有してよい。本明細書の物品は、本発明のカフではな
いが、（また）液体及び他の排泄物の閉じ込めを向上させる、１対又はそれ以上の伸縮性
レッグカフを含んでよい。レッグカフは、米国特許第３，８６０，００３号明細書、米国
特許第４，８０８，１７８号明細書及び第４，９０９号明細書、米国特許第４，６９５，
２７８号明細書及び第４，７９５，４５４号明細書に記載されているように、レッグバン
ド、サイドフラップ、バリアカフ、又は弾性カフと呼ばれることもある。本明細書のおむ
つは、当技術分野において既知のように、典型的にはウエストバンドに接合された締結装
置を有してよい。好ましい締結装置は、締結タブが、おむつの後側区域に取り付けられ又
は接合され、ランディング領域が、おむつの前側区域の一部分である、締結タブ及びラン
ディング領域を含む。
【００３２】
　カフ
　本明細書の１つの実施形態では、本明細書の物品は、本明細書に記載するようなインク
組成物を含む少なくとも１つのカフを含む。前記カフは、レッグカフ、バリアカフ並びに
／又は肛門及び／若しくは生殖器カフであってよい。
【００３３】
　１つの実施形態では、吸収性物品は、バリアカフ及び／又はレッグカフ、典型的には１
対の対向するバリアカフ及び／又は１対の対向するレッグカフを含んでよく、これらは本
明細書のインク組成物を含む。次いで、インク組成物を、このようなカフの身体に面する
表面及び／又は前記カフの身体に面しない（反対側の）表面に適用してよい。典型的には
、物品は、図１にカフ（３０）として示すような、物品及び／又は吸収性コアの１つの長
手方向側面に沿ってそれぞれ位置する（したがって、物品のｙ軸から離間する）少なくと
も１対のこのような対向するカフを含む。本明細書のバリアカフ又はレッグカフ及び所望
により弾性ラミネート部分の最長寸法又は長さは、典型的には物品のｙ軸に対して平行で
あり、これは、典型的には弾性ラミネート部分及びカフの平均伸縮方向に対して実質的に
平行である。本明細書のバリアカフ及び／又はレッグカフの弾性ラミネート部分の幅及び
長さは、典型的にはカフ及び／又は物品の正確な寸法に応じて変化する。２つのバリアカ
フは、ｙ軸に対して鏡映した互いの鏡像であってよい。レッグカフ（２５）の対は（また
）、ｙ軸に対して鏡映した互いの鏡像であってよい。
【００３４】
　１つの実施形態では、吸収性物品は、例えば図１及び２に示すように、所望により上記
バリアカフ及び／又はレッグカフに加えて、前記インク組成物を含む、肛門及び／又は生
殖器カフを含む。このようなカフ（２）はまた、１つ以上の開口部を備えるトップシート
とも呼ばれる。肛門及び／又は生殖器カフは、肛門及び／又は生殖器からの排出物を受容
するのに十分な大きさの１つ以上の開口部を備えるシートであってよい。この肛門及び生
殖器カフは、肛門及び生殖器からの排出物を受容する１つのこのような開口部を含んでよ
い。１つの実施形態では、肛門及び／又は生殖器カフは、吸収性コアの平均幅と同じ若し
くはそれより大きい平均幅、及び／又は、吸収性コアの平均長さと同じ若しくはそれより
大きい平均長さを有する。肛門及び／又は生殖器カフは、バックシートの平均幅と同じ又
はそれより大きい平均幅を有してよい。
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【００３５】
　カフは、弾性材料から形成される弾性ラミネート部分を含んでよく、前記シート材料は
、それ自体が典型的には弾性的に伸縮性である、本明細書に記載のインク組成物を含み、
前記弾性ラミネート部分は所望により少なくともｙ方向に伸長（延伸）する。弾性構成要
素は、カフのシート材料で作製されるＣ折り又はＺ折りに含まれてよく、及び／又は、カ
フのシート材料に取り付けられ、次いでカバーストリップで反対側を覆われてよい、又は
一方の表面は覆われなくてよい。弾性構成要素が覆われない場合、それは、使用中ユーザ
の皮膚に接触しないカフの表面上に位置してよい。
【００３６】
　本明細書の肛門及び／又は生殖器カフは、典型的には物品のｙ軸の一部に沿って対称的
に位置し、１つ以上の弾性構成要素に沿った、少なくとも２つの長手方向に対向する側縁
部を有する１つ以上の開口部を含んでよい。好ましい開口部及び弾性構成要素について、
本明細書では以下に記載する。
【００３７】
　カフは、例えば接着剤のような取り付け手段のような他の構成要素を含んでよい。
【００３８】
　本明細書でカフに弾性をもたせるのに用いられる弾性材料は、例えばライクラ（Lycra
）であってよい。それは、例えば非常に薄く、例えば厚さ又はキャリパー（例えばゲージ
）が、典型的には２００マイクロメートル以下、更には１５０マイクロメートル以下、更
には１１０マイクロメートル以下、又は１００マイクロメートル以下であってよく、また
、少なくとも２０マイクロメートル、少なくとも４０マイクロメートル、少なくとも６０
マイクロメートル、又は例えば７０～１００マイクロメートルの平均厚さを必要とするこ
とがある。
【００３９】
　本明細書に使用される弾性材料としてはまた、トレデガー社（Tredegar）から入手可能
なＶＦＥ－ＣＤ、及びフルフレックス社（Fulflex）（アイルランド、リムリック（Limer
ick））から入手可能なＬ－８６、Ｌ－８９、又はＬ－９０を挙げることができる。
【００４０】
　１つの実施形態では、本明細書の発明で有用な、カフ及び／又はそのシート材料は、イ
ンク組成物の適用前及び／又は後に、本明細書に記載の方法により測定したとき、少なく
とも１．５ｋＰａ（１５ｍｂａｒ）の静水頭を有する、高バリア特性を有する。好ましく
は、インク組成物の適用後の、不織布シート材料又はカフの静水頭は、インク組成物の適
用前の、前記不織布シート材料又はカフの静水頭の少なくとも７０％、すなわち、本明細
書で後により詳細に記載するように、７０％～１００％又は８０％～１００％である。
【００４１】
　不織布シート材料及び典型的にはカフは、本明細書では例えば、少なくとも１．５ｋＰ
ａ（１５ｍｂａｒ）、少なくとも２ｋＰａ（２０ｍｂａｒ）、少なくとも２．８ｋＰａ（
２８ｍｂａｒ）、更には少なくとも３ｋＰａ（３０ｍｂａｒ）、更には少なくとも３．５
ｋＰａ（３５ｍｂａｒ）、又は更には少なくとも４ｋＰａ（４０ｍｂａｒ）の静水頭値（
本明細書に記載の方法で、４９ｍＮ／ｍの試験液体を用いて測定される）を有する。不織
布シート又は本明細書のカフは、材料の任意の部分（そのサンプルは本明細書に記載の方
法で取られる）でこの値を有する場合、上記静水頭値を有すると考えられるが、但し、測
定は弾性材料又は別の材料に取り付けられている縁部を含まないサンプル上で行われる。
【００４２】
　１つの実施形態では、本発明で有用なカフ及び／又はそのシート材料は疎水性であり、
インク組成物の適用前及び／又は後に、２６～４０ｍＮ／ｍ、２８～３２ｍＮ／ｍ、又は
２８～３０ｍＮ／ｍの表面エネルギーを有する。
【００４３】
　本明細書の幾つかの実施形態では、本明細書のカフ用の不織布シート材料は、天然繊維
（例えば、木質繊維又は綿繊維）及び／又は合成繊維の不織布材料を含んでよく、幾つか
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の実施形態では、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリウレタン及びポリアミドを含む群
から選択されるような熱可塑性ポリマー繊維が用いられ、それによって、熱可塑性ポリマ
ーはポリオレフィンであることが好ましく、最も好ましくはポリプロピレン及び／又はポ
リエチレン及び／又はポリブチレンを含んでよい。
【００４４】
　最も好ましくは、前記不織布ウェブは、ポリエチレン、ポリプロピレン、及び／若しく
はポリブチレンのポリマーの繊維、又はポリエチレン、ポリプロピレン、及び／若しくは
ポリブチレンのコポリマーの繊維（の混合物）から形成され、最も好ましいのは、ポリプ
ロピレンのポリマーの繊維である。ポリプロピレン不織布ウェブ及び層及びシートが好ま
しい場合がある。
【００４５】
　その繊維は、スパンボンド、カード加工、湿式載置、メルトブローン、及び／若しくは
水流交絡、並びに／又は当該技術分野において既知の他の方法で加工されてよい。１つの
実施形態では、カフは、それぞれが積層された不織布ウェブから形成される、１つ以上の
不織布ラミネート層を含む不織布シート材料を含み、又は場合によっては、カフの不織布
シート材料は、それぞれが積層された不織布ウェブから形成される、２つ又は所望により
それ以上の不織布ラミネート層を取り付ける又は部分的に取り付けることにより形成され
る可能性さえある。積層された不織布層は、少なくともスパンボンド及びメルトブローン
層のラミネートであってよい。
【００４６】
　１つの実施形態では、カフの不織布シート材料は、２つ（又はそれ以上）の不織布層か
ら形成される。各不織布層は、相互に積層された２つ以上の不織布ウェブを含んでよく、
それにより１つの実施形態では、前記２つ以上の不織布層は、相互に部分的にしか取り付
け又は接着されず、したがって、完全には（１００％）相互に積層されず、例えば接続表
面領域の６０％以下、又は４０％以下、又は接続領域の２０％以下しか相互に積層されな
い（接続領域は弛緩状態のＸ－Ｙ面内の領域であり、そこでは両方のラミネート不織布層
が存在し；例えば、２つのラミネート不織布層の接続領域及び最適には弾性が存在してよ
い領域の縁部に沿って互いに取り付けられているだけである）。１つの実施形態では、不
織布層は、不織布ウェブのそれぞれ又は１つの側縁部に沿って、所望により弾性構成要素
が存在する領域で、互いに取り付けられ、不織布層は、両方のウェブが存在するが互いに
取り付けられてはいない、例えば少なくとも０．５ｃｍ２の領域を含む。１つの実施形態
では、不織布シート又はカフは、不織布層が互いに取り付けられておらず、任意の縁部又
は弾性構成要素を含まない、少なくとも２．５ｃｍ×２．５ｃｍの領域を含む。
【００４７】
　不織布ウェブは少なくともメルトブロー繊維を含むことが好ましい。１つの実施形態で
は、各不織布層は、不織布層の重量で少なくとも５ｇ／ｍ２、又は例えば少なくとも５．
７ｇ／ｍ２、又は少なくとも７ｇ／ｍ２で存在する、メルトブロー繊維を含む。１つの実
施形態では、又は層がメルトブロー繊維を含む上記実施形態では、不織布シートの単位重
量が４５ｇ／ｍ２以下であることが好ましい場合があり、及び／又は、前記不織布シート
中に存在する各不織布層の単位重量が２４ｇ／ｍ２以下若しくは２２ｇ／ｍ２以下である
ことが好ましい場合がある。
【００４８】
　インク組成物を備えるシートが、１マイクロメートル未満の平均繊維直径の繊維を有す
る、いわゆるナノ繊維を含む不織布ウェブを含むことが有益である場合もある。例えば、
シートは、例えば１３．５ｇｓｍ　ＳＢ＋３．１ｇｓｍ　ＮＦの、スパンボンド不織布ウ
ェブ及びナノ繊維不織布ウェブ（例えば、０．６マイクロメートルの平均繊維直径を有す
る）を含む不織布層、又は、非常に類似した特性を有する、それぞれ１．６５ｇｓｍ及び
１０ｇｓｍである（それにより０．４マイクロメートルのナノ繊維直径平均を有する）ス
パンボンドウェブ及びナノ繊維ウェブを含む不織布層を含んでよい。
【００４９】
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　本明細書では、例えば５．７ｇｓｍ（ｇ／ｍ２）メルトブロー繊維を含む、１７ｇｓｍ
のＳＭＭＭＳ又はＳＭＭＳ不織布層に取り付けられた、例えば７．３ｇｓｍのメルトブロ
ー繊維を含む、２２ｇｓｍのＳＭＭＭＳ不織布層を含む不織布シートが挙げられる、別の
１７又は２２ｇｓｍのＳＭＭＭＳ不織布層（例えば、その各層のメルトブローン濃度がそ
れぞれ５．７又は７．３ｇｓｍである）に取り付けられている（が、積層していない）１
７又は２２ｇｓｍのＳＭＭＭＳ不織布層を含む不織布シート；別の１７ｇｓｍ又は２２ｇ
ｓｍのＳＮＳ又はＳＭＳ不織布層に取り付けられている、１７ｇｓｍ又は２２ｇｓｍのＳ
ＭＳ又はＳＮＳ不織布層を含む不織布シート；１７又は２２ｇｓｍのＳＭＭＳ又はＳＭＭ
ＭＳ不織布層（例えば、３ｇｓｍ又は５．７ｇｍｓ（ＳＭＭＳの場合）又は１層あたり７
．３ｇｓｍのメルトブロー繊維を含む）に取り付けられている１７又は２２ｇｓｍのＳＭ
ＭＳ不織布層が好ましい。
【００５０】
　カフは、着用者の皮膚とカフとの間の摩擦を低減する成分を含むことが好ましい場合も
ある。これに関して、カフは（インク組成物に加えて）、例えばローション、タルク粉体
のような微細粉末、又はワックスを含んでもよい。
【００５１】
　カフは、その表面エネルギーを低減する剤及び／又はマスキング促進剤で処理してよい
。
【００５２】
　有用な処理剤としては、例えば、米国特許第５，８７６，７５３号明細書（ティモンズ
（Timmons）ら、１９９９年３月２日発行）、米国特許第５，８８８，５９１号明細書（
グリーソン（Gleason）ら、１９９９年３月３０日発行）、米国特許第６，０４５，８７
７号明細書（グリーソン（Gleason）ら、２０００年４月４日発行）に記載されているよ
うな、フルオロカーボン類が挙げられる。その他の処理剤としては、シリコーンが挙げら
れる。有用な剤は国際公開第２００６／０８９１８３号公報に記載されている。好ましい
処理剤は、フルオロカーボン、シロキサン、ポリシロキサン（所望により、ヘキサフルオ
ロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、並びにフッ化ビニル及びフッ化ビニリデン、フ
ルオロアクリレート及びフルオロメタクリレートを含む、フッ素化モノマー及びフッ素化
ポリマーが挙げられる）を含む群から選択されてもよい。
【００５３】
　（肛門及び／又は膣）カフは、典型的には、使用中シートの下に存在してよい、例えば
経血又は糞便等の任意の排泄物による、シートを通じた皮膚の再湿潤を低減するバリアシ
ートである。それはまた、カフの下に貯蔵された排泄物がそれ程ユーザ又は介護人の目に
つかないように、視覚的バリアを形成してもよい。それに加えて、上述のようなマスキン
グ促進剤、又は他の周知のマスキング化合物、又は二酸化チタンが挙げられる不透明化剤
を入手してもよい。
【００５４】
　本明細書のカフ（２）が肛門及び生殖器カフである、例えば図１及び２に示す、１つの
実施形態では、それは糞便を受容し、それを前記カフの下にある空隙（５）に通過させる
のに十分な大きさである少なくとも１つの開口部を含んでよい。少なくとも糞便物質を受
容するために１つの開口部を含んでよい。開口部は、スリット開口部の形状であってよい
。開口部は、所望により、それぞれ弛緩、収縮状態のカフの全長の１／３である、（使用
中、ユーザの前側に向かう）カフの前側区域（２０）（の一部）及びカフの後側区域（２
４）（の一部）に存在する。所望により、リット開口部は、吸収性物品の長手方向軸に対
してほぼ平行な長手方向寸法（長さ）を有する。開口部は、（完全な伸長状態の）開口部
の長さの２０％～４０％、又は２０％～３０％がカフの前縁部に向かってカフの横軸から
延在し、残りの割合がカフの後縁部に向かって延在するように、構成してよい。
【００５５】
　１つの実施形態では、開口部は、実質的に平行な長手方向側縁部を備えるスリット開口
部の形であり、これはＶ字形又は丸みを帯びたＶ字形の前及び後縁部により、前側及び後
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側に接続している。
【００５６】
　７５％伸長状態での、本明細書の開口部の平均幅は、物品に依存するが、例えば（完全
な伸長状態で、開口部を含む）カフの平均幅の５％～３０％、又は１０％～２５％であっ
てよい。
【００５７】
　本明細書の肛門及び／又は生殖器カフ（２）は、一方がカフの前記開口部の長手方向側
面のいずれか上にあり、所望により、開口部の前記長手方向側縁部から、カフの前縁部及
び／若しくは後縁部に向かって又はそれまで延在する、少なくとも１対の弾性バンド又は
ストランドの形の、弾性構成要素（弾性体）（３１）を含んでよい。弾性バンド又はスト
ランドは、したがって、開口部より長くてよい。１つの実施形態では、２つの対向する主
要な弾性体の前端部は、互いから離れて曲がり（カフの平面内で）、その結果、２つの対
向する弾性体の対向する前端部の終縁部の間の距離は、２つの対向する弾性体の中心部の
間の距離よりも大きく、同様に、２つの対向する弾性体の対向する後端部の終縁部の距離
は、２つの対向する弾性体の中心部分の間の距離よりも大きい。
【００５８】
　このとき、弾性バンド又はストランドの各前端部は、典型的には、弾性バンド又はスト
ランドの中心を通る長手方向線と角度を成し、カフの長手方向軸に平行であり、前記角度
は、１０°～４５°、又は１７°～４５°、更により好ましくは２０°～３５°である。
【００５９】
　このとき、弾性バンド又はストランドそれぞれの後端部もまた、弾性バンド又はストラ
ンドの中心を通る長手方向線と角度を成し、カフの長手方向軸に平行であり、前記角度は
１０°～５０°、又は１７°～４５°、更により好ましくは２５°～４５°（完全に伸長
した状態で）であってよい。
【００６０】
　肛門及び／又は生殖器カフは、カフ（２）の開口部上、開口部内又は開口部下及び吸収
性コア（３）上に存在する、例えば生殖器カバーシート（６）として図１及び図２に示す
ような、生殖器カバーシートを含んでよい。生殖器カバーシートは（完全に伸長した平ら
な状態で）、開口部の最大長の前側１０～５０％、好ましくは１０％～３０％、又はより
好ましくは１３％～２８％、又は更により好ましくは１７％～２７％を覆ってよい。換言
すれば、１つの実施形態では、開口部の最大長さの最大５０％が生殖器カバーシートの最
長部分によって「覆われ」てよいが、開口部の最大長さの少なくとも１０％は、生殖器カ
バーシートの最長部分によって覆われる。生殖器カバーシートは、親水性及び／若しくは
尿透過性であってよく、並びに／又は尿を通す開口部を含んでよい。
【００６１】
　別の実施形態では、物品は、本明細書に記載するような２つのバリアカフ又はレッグカ
フを有してよく、生殖器カバーシートは、次いで、物品の前側区域の前記カフ対に取り付
けられる又はカフ対上に定置されてよく、それにより物品の前側区域の下にあるコアの一
部を覆う。このシートは、次いで、使用中生殖器を受容し、生殖器を、例えば糞便物質に
よる汚れから保護する。
【００６２】
　インク組成物は、図１及び２に示すように、例えばインク模様（１０）のように、カフ
に任意の模様で適用してもよい。それは、カフ領域全体又はその一部に、例えば、ある模
様で、又は弾性材料（例えば、バンド、ストランド）が存在するカフの部分に、又は弾性
材料が存在しないカフの部分に適用してよい。それは、ある領域、例えばインク組成物（
１０）が、不織布シート材料又はカフ（２）に存在してよい弾性体（３１）にほぼ平行に
及び／若しくは隣接して、又は、それに沿って及び／若しくはその上に存在する、図１及
び２に示す領域（２２）を有してよい。
【００６３】
　インク組成物はまた、本明細書に記載するようなバリア特性を有する不織布シート材料
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以外の、吸収性物品の材料又は構成要素、例えば前側ウエストバンド（２５）又は後側ウ
エストバンド（２６）に適用してもよい。
【００６４】
　インク組成物
　本明細書のインク組成物は、水性組成物として適用される。発明者らは、驚くべきこと
に、このようなインク組成物を、これらの材料の極めて疎水性である、バリア性質にもか
かわらず、本明細書に記載するように、高バリア不織布及び／又は極めて疎水性である不
織布に適用できることを見出した。
【００６５】
　それに加えて、インク組成物は、水性固定補助剤ポリマー成分を含む水性インク組成物
であってよい。本明細書に記載するような、固定補助剤ポリマー（典型的には、水中での
分散物の形で適用される）は、水性インク組成物中に、例えば水性インク組成物の１０重
量％～８０重量％、１５重量％～５０重量％、又は２０重量％～４０重量％の濃度で存在
してよい。
【００６６】
　本明細書に記載するような、表面張力低下剤は、例えば水性インク組成物の３重量％～
６０重量％、又は水性インク組成物の５重量％～５０重量％、又は１０重量％～４０重量
％の濃度で存在してよい。
【００６７】
　適用される水性インク組成物は、適用前に、例えば少なくとも２０重量％、少なくとも
３０重量％、少なくとも４５重量％、又は少なくとも５０重量％の水を含んでよい。適用
後、不織布シート材料、カフ又は吸収性物品は、典型的には、乾燥後、不織布シート上の
インク組成物が、インク組成物の５重量％未満、３重量％未満、又は１重量％未満の水を
含むように、典型的には、乾燥され、大部分の又は全ての水が除去される。
【００６８】
　乾燥後、不織布シート材料又はカフ上のインク組成物は、例えば５重量％～５０重量％
、例えば１０重量％～４０重量％、又は１５重量％～３５重量％の、本明細書に記載する
ポリマーを含んでよい。
【００６９】
　乾燥後、不織布シート材料又はカフ上のインク組成物は、例えば５重量％～５０重量％
、例えば１０重量％～４０重量％、又は１５重量％～３５重量％の、表面張力低下剤を含
んでよい。
【００７０】
　インク組成物が１０重量％未満、５重量％未満、又は３重量％未満の有機溶媒を含む、
又は有機溶媒を含まない（すなわち、本明細書の組成物の色素又は他の成分のための溶媒
であってよい有機溶媒）ことも可能である。このような溶媒としては、アルコール、ヘプ
タン、ｎ－プロピルアセテート、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、トルエ
ン及び／又はエチルアセテート、イソプロピルアセテート、Ｎ－ブチルアセテート並びに
これらの混合物を挙げることができる。１つの実施形態では、有機溶媒、例えば上記に列
挙したものは、インク組成物の不織布シートへの適用前又は後に、インク組成物中に存在
しない。
【００７１】
　組成物は、好適には、少なくとも色素を含んでよい。色素は、任意の形態、形状及び量
で存在してよい。１つの実施形態では、色素は、水性組成物（適用前）の０．５重量％～
４０重量％、又は例えば１重量％～３０重量％の濃度で存在する。１つの実施形態では、
色素は、１マイクロメートル未満、又は例えば０．０１～０．２０マイクロメートルの平
均粒径を有する、小粒子の形態である。
【００７２】
　本明細書のインク組成物は、好適には、固定補助剤ポリマー（ホモポリマー、コポリマ
ー及びブロックポリマー等を含む）を含んでよい。本明細書のポリマーは、所望により、
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前記ポリマーの水性分散物の形態で適用される。このポリマーは、水溶液又は水への分散
物として、カフ又はシート材料に適用される、弾性フィルム形成ポリマーであってよい。
【００７３】
　このようなポリマーは、色素の均質な結合及び保護を提供する、色素の、本明細書のシ
ート材料への結合剤として作用してよいと考えられる。それらは、色素をシート材料上に
保持するフィルムを形成してよいと考えられる。
【００７４】
　本明細書のエラストマーフィルム形成ポリマーは、例えば溶液、分散物から、又はホッ
トメルトとして、平らな不織布表面上に（それを、続く熱処理工程、例えば硬化又はアニ
ーリング工程に供することの有り無しで）適用されている（例えばスプレーとして）とき
、インク組成物の適用中に生じる任意の温度、例えば加工温度又は製品使用温度の間で、
例えば２００℃～、又は１５０℃～、又は１００℃～２０℃、又は０℃程度（加工中に冷
却が行われる場合）の温度で、不織布表面上にフィルムを形成することができる任意のポ
リマーであってよい。
【００７５】
　本明細書のポリマーは、エラストマーポリマーであってよく、これは典型的には、応力
により変形したとき、ポリマーが、変形応力が取り除かれたとき、部分的に又は完全にそ
の機械的特性を回復することを意味する。炭化水素系エラストマーフィルム形成ポリマー
が好ましい。
【００７６】
　本明細書の１つの実施形態では、例えば弾性フィルム形成ポリマーでもある、固定補助
剤ポリマーが好ましく、これは色素のための結合剤であると考えられるだけでなく、イン
ク組成物の表面張力を低下させることもできる。
【００７７】
　本明細書のインク組成物は、好適には、例えば、表面張力低下剤を含まない水性インク
組成物と比較して、水性インク組成物の表面張力を、少なくとも５ｍＮ／ｍ、又は少なく
とも８ｍＮ／ｍ、好ましくは少なくともｍＮ／ｍ、又は更には少なくとも１２ｍＮ／ｍ低
下させることができる、表面張力低下剤を含んでよい。剤を含む、得られる水性インク組
成物は、３６ｍＮ／ｍ未満、又は３４ｍＮ／ｍ未満、又は例えば３０ｍＮ／ｍ以下、又は
２８～３０ｍＮ／ｍの表面張力を有してよい。
【００７８】
　好ましい表面低下剤としては、ジオクチルナトリウムスルホスクシネート若しくはその
誘導体、エトキシ化グリコール、ソルビタンエステル及び／又はアセチレンジオール系界
面活性剤並びにこれらの混合物を挙げることができる。アセチレンジオール系界面活性剤
としては、アセチレングリコールを含む、アルコキシル化（例えば、エトキシ化）アセチ
レンジオール、及び、例えば１つ以上のメチル側基を有する、そのアルキル分岐鎖誘導体
を含む、それらの誘導体を挙げることができる。それらは、例えば、２～５０、好ましく
は４～１０、又は４～８のアルコキシル化（例えば、エトキシ化（ethoxyaltion））度を
有してよい。
【００７９】
　本明細書の組成物は、例えば、エトキシ化２，５，８，１１テトラメチル－６ドデシン
５，８ジオール及びその誘導体を含んでよい。
【００８０】
　ジオール界面活性剤及び／又は本明細書に記載するポリマー固定補助剤成分を含む好適
なインク組成物は、ＩＮＸインターナショナル・インク社（INX International Ink Co.
）（米国イリノイ州シカゴ（Chicago））から入手可能である。
【００８１】
　他の添加剤を、所望により水性インク組成物に添加してもよい。これらの添加剤として
は、湿潤剤、分散剤、消泡剤、緩衝剤及び上記以外の界面活性剤を挙げることができるが
、これらに限定されない。一般に、これらの添加剤のそれぞれの量は、水溶液の総重量を
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基準として、０．０００１～１０重量％、より好ましくは０．０００１～５重量％である
。界面活性剤の例としては、シリコーン界面活性剤、ポリ（アルキレンオキシド）界面活
性剤及びフッ素性化学物質界面活性剤が挙げられる。水溶液中で用いるのに好適な非イオ
ン性界面活性剤としては、グリコール、エトキシ化グリコール、ソルビタンエステル及び
これらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００８２】
　インク組成物は、インク組成物を有する不織布シート材料が、前記インク組成物を含ま
ない不織布シート材料（例えば、前記インク組成物の適用前）と実質的に同じ、例えば７
０％～１００％の、表面エネルギーを有するように、配合してよい。
【００８３】
　本明細書に記載の方法で測定したとき、インク組成物を有する不織布シート材料又はカ
フの光学密度は、例えば、少なくとも０．１５、より好ましくは少なくとも０．３又は少
なくとも０．４であってよい。
【００８４】
　本明細書のインク組成物を含む不織布シート材料又はカフは、以下に記載の方法により
測定したとき、４．０未満、好ましくは３．５未満、又は好ましくは３．０未満のΔＥ（
ＣＩＥ）の摩擦係数を有してよい。
【００８５】
　本明細書のインク組成物は、例えば、染料索引番号（ＣＩ）：イエロー７４、ＣＩ　１
１７４１；レッド２－ＣＩ　１２３１０；ブルー１５：３、ＣＩ　７４１６０；ブラック
７　ＣＩ　７７２６６；グリーン７、ＣＩ　７４２６０；バイオレット２３、ＣＩ　５１
３１９を有する色素を含む、任意の着色剤又は色素を含んでよい。
【００８６】
　インク組成物の適用及びプロセス
　本明細書のインク組成物を、任意の既知の方法により、本明細書のカフのシート材料に
適用してよい。インク組成物は、カフの表面全体又はその一部上に適用してよい。インク
を連続的に又は断続的に適用してもよい。
【００８７】
　それは、不織布シートの表面に直接適用してもよく、又は移動用具を介して適用しても
よい。
【００８８】
　それは、存在する場合、例えば、カフの若しくはカフの開口部の縁部又はその一部に沿
って、ある模様で適用してよい。
【００８９】
　インク組成物は、インク組成物を受容することができ、かつ、インク組成物を移動させ
ることができる表面を有する、任意の用具であってよい、移動用具を介して、カフのシー
ト材料に適用してよい。移動用具は、終わりのない表面を有してよい、すなわち、それは
印刷ロール又はグラビア印刷ロール（以下に記載のように、その表面上に空洞又は気泡を
有する）のような、回転ベルト又はロールの形であってよい。移動用具は、例えば用具を
加熱するための、温度制御装置を含んでよい。
【００９０】
　プロセスは、インク組成物と移動用具とを直接接触させることにより、又は、例えば噴
霧システム、スロット塗布機、押出成形機の使用による等の、任意の好適な塗布器の使用
により、又は、所望により更には表面を材料を含む槽に接触させることにより、移動用具
の表面上にインク組成物を適用することを含んでよい。次いで、その表面（の一部）上又
は気泡内にインク組成物を有する移動用具を、本明細書のカフのシート材料に接触させる
。これは、物品を用具に向かって、若しくはその逆、又は両方を移動させることにより行
うことができる。本明細書のシート材料又はカフ又は物品が、別の（第２）用具、所望に
より、シート材料又はカフ又は物品が回転し、移動用具に接触するように回転するロール
上に支持されることが好ましい。



(15) JP 5073762 B2 2012.11.14

10

20

30

40

50

【００９１】
　特にインク組成物がカフのシート材料の一部のみに、又は更には特定の模様で適用され
るとき、インク組成物を適用する好ましい方法としては、フレキソ印刷（flexograpghy）
を含むレリーフ印刷、オフセットリソグラフィ、スクリーンレスリソグラフィ、コロタイ
プ及び無水印刷を含む平版印刷、グラビア印刷、凹刻印刷及び銅版画を含む凹版印刷、ス
テンシル印刷及びスクリーン印刷、並びに静電、磁気、イオン又は電子沈着及びインクジ
ェット印刷を含む電子印刷を含む印刷技術を挙げることができる。
【００９２】
　グラビア印刷又はフレキソ印刷により、カフのシート材料にインク組成物を適用するこ
とが有用である場合がある。フレキソ印刷では、印刷要素は、例えば、線、点を含む任意
の模様又は種類の隆起面（印刷版）を含んでよく、これは次いで、例えば（均一に）彫ら
れた又はエッチングされたロール、例えばアニロックスロールを用いて、インク組成物に
接触する。このロールは、任意の種類の容器からインク組成物を引き上げ、それを印刷版
の方へ移送／移動させてよい。インク組成物は、次いで、印刷版からカフのシート材料に
直接移動されてよく、それにより隆起面（例えば、特定の模様の）上のインク組成物が不
織布シート又はカフに移動する。
【００９３】
　グラビア印刷は、連続気泡（例えば、線、点等の、例えば特定の模様のウェル）を切断
又は彫刻又はエッチングすることにより、行ってよい。気泡は、次いで、インク組成物で
あふれ、インク組成物でいっぱいになってよく、任意の過剰なインク組成物が存在する場
合、これを（例えば、ブレードにより）版の表面から取り除いてよい。気泡内に残るイン
クは、次いで、カフのシート材料に移動させてよい。各気泡の深さ及び大きさが、シート
材料に移動するインクの量を決定してよい。印刷プレス工程、プリプレス工程及び／又は
ポストプレス工程に加えて、これらのプロセスを含んでよい。
【００９４】
　１種を超えるインク組成物を適用する場合、これは、典型的には、同じ方法によって、
同時に又は続いて行ってもよいが、別の方法によって適用してもよい。本明細書のプロセ
スは、インク組成物の適用前及び／又はインク組成物の適用と同時に、及び／又はインク
組成物の適用後に（同じ又は異なる模様であるが、典型的には少なくともその一部がイン
ク組成物の存在する箇所に存在するように）、更にフィルム又はコーティングを適用する
追加工程として含んでよい。
【００９５】
　プロセスは、インク組成物が少なくとも０．２ｇ／ｍ２、又は少なくとも０．５ｇ／ｍ
２、又は少なくとも０１．０ｇ／ｍ２、又は少なくとも１．５．ｇ／ｍ２（これは湿潤適
用時又は乾燥後の量である）の量で適用されるようなものであってよい。
【００９６】
　水性インク組成物の水は、典型的には、当該技術分野において既知であるような、例え
ば５０℃～１５０℃、好ましくは６０℃～１００℃又は更には～９０℃の温度における、
乾燥工程により、水性インク組成物の適用後除去される。
【００９７】
　この乾燥工程はまた、場合によっては、改善されたフィルムが得られる、本明細書に記
載のポリマーにより形成されるフィルムの硬化又はアニーリング工程として作用してもよ
い。
【００９８】
　本明細書で使用する試験方法：
　静水頭（水頭）
　本明細書で使用するとき、静水頭（水頭とも呼ばれる）は、低表面張力液体、すなわち
４９ｍＮ／ｍの液体（溶液）を用いて測定される。
【００９９】
　この液体は、以下に記載のように調製する。
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【０１００】
　この試験は、Ｉｎｄａ／Ｅｄａｎａ試験ＷＳＰ　８０．６（０５）に一致する、同時継
続中の国際公開第２００５／１１２８５４（Ａ）号公報に記載のように実施する。しかし
ながら、水圧（以下から）は、６ｋＰａ／分（６０ｍｂａｒ／分）の速度で上昇する。
【０１０１】
　５ｃｍ２のサンプルを本明細書の不織布シート又はカフ又はトップシートから取る（し
たがって、１つの実施形態では、不織布シート、カフ又はトップシートは、弾性材料及び
縁部を含まない、少なくとも５ｃｍ２、又は好ましくは２．５ｃｍ×２．５ｃｍの面積を
有するようなものである）。サンプルは、他の材料に接続している弾性材料又は縁部を含
まないべきである。
【０１０２】
　用いられる試験頭部は、２．５ｃｍの直径を有し、用いられる保護スリーブは、２．２
ｃｍの直径を有する。
【０１０３】
　試験はこのサンプル上で実施され、静水頭値が得られ、本明細書に参照される。
【０１０４】
　４９ｍＮ／ｍ（ダイン／ｃｍ）の液体の調製：
　１０Ｌの栓付き容器を２Ｌのポリエチレンで３回、次いで２Ｌの蒸留／脱イオン水で３
回、完全に洗浄する。
【０１０５】
　次いで、１０Ｌの蒸留／脱イオン水を充填し、清浄な撹拌子とともに２時間攪拌し、そ
の後水を栓から放出する。
【０１０６】
　５Ｌのガラス瓶を、水で６回、次いで蒸留／脱イオン水で６回洗浄する。
【０１０７】
　次いで、３０．００ｇのコール酸ナトリウム及び５Ｌの蒸留／脱イオン水を、洗浄した
５Ｌのガラス瓶に入れる。（コール酸ナトリウムは、例えば、カルバイオケム（Calbioch
em）により供給される、カタログ番号２２９１０１等の、＞９９％のＴＬＣ純度を有する
べきである）これを清浄な攪拌子を用いて、コール酸ナトリウムが視覚的に溶解するまで
、約５分間攪拌する。
【０１０８】
　攪拌子を、磁気スティックを用いてガラス瓶から取り出し（溶液に触れることなく）、
次いでコール酸ナトリウム溶液を１０Ｌの容器に注ぎ、更に最終溶液の濃度が３ｇ／Ｌに
なるように蒸留／脱イオン水を添加する。これを更に攪拌子とともに２時間攪拌し、次い
で用いる。
【０１０９】
　この溶液の調製及びその使用方法は、それが用いられる試験のために規定された温度で
行われ、温度が規定されていない場合、２０℃に維持される。
【０１１０】
　溶液の表面張力を測定し、それは４９ｍＮ／ｍ（＋／－２）であるべきである。（表面
張力は、クリュス（Kruss）Ｋ１２張力計を用いて、方法：ＡＳＴＭ　Ｄ１３３１－５６
（「表面活性剤の溶液の表面及び界面張力のための標準的な試験方法（Standard test me
thod for surface and interfacial tension of solution of surface active agents）
」）により測定してよい。）
【０１１１】
　表面張力及び表面張力の低下
　インク組成物の表面張力及び表面張力低下剤を前記剤を含まないインク組成物に添加し
たときのその低下は、クリュス（Kruss）Ｋ１２張力計を用いて、方法：ＡＳＴＭ　Ｄ１
３３１－５６（「表面活性剤の溶液の表面及び界面張力のための標準的な試験方法」）に
より測定してよい。
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【０１１２】
　摩擦係数
　本明細書のインク組成物を含むシート材料又はカフの摩擦係数を測定するために、本明
細書では以下の方法を用いる。
【０１１３】
　少なくともその中央がインク組成物を含むように、インク組成物を含むシート材料又は
カフからサンプルを切り取る。サンプルはいかなる大きさであってもよいが、本明細書で
試験するとき、少なくとも部分的にインク組成物を含む、２．２ｃｍ×２．５ｃｍのサン
プルを用いてよい。必要ならば、試験を実施するために、サンプルを支持材料に取り付け
てよい（取り付けられた支持材料が試験結果に影響を与えないように）。
【０１１４】
　サンプルを室温で蒸留水に１０分間浸漬する。次いで、サンプルを水から取り出し、印
刷されていない紙タオルで、過剰な水を取り除くために非常に軽く拭き取る。
【０１１５】
　サンプルをＪ．Ｉ．Ｓ　ＲＴ－２００摩擦試験機（大栄科学精器製作所（DAIEI KAGAKU
 SEIKI）（日本、京都（Tyoto）、京都市）から入手可能）に実装する。
【０１１６】
　レセプタ材料を摩擦試験機の摩擦頭部に実装する。レセプタ材料はシャツ地＃３試験布
（テストファブリック社（Testfabric Inc.）（米国、ペンシルベニア州、Ｗ．ピッツト
ン（Pittston）、デラウェア通り（Delaware St.）４１５から入手可能）である。
【０１１７】
　次いで、摩擦試験機製造者の取扱説明書に従って、加重なく２０サイクルの摩擦落ち試
験をサンプル上で実施する（すなわち、試験パラメータは、ＪＩＳ　Ｌ０８４９方法「摩
擦に対する染色堅ろう度試験（Color fastness test to rubbing）」に基づいて、製造者
の取扱説明書中にあるものである）。
【０１１８】
　次いで、レセプタ材料を摩擦試験機から取り出し、室温で風乾させる。
【０１１９】
　次いで、以下の設定を用いて、ＬａｂスキャンＸＥ（ハンターラボ（HunterLab））か
ら入手可能）を用いることにより、ＣＩＥＬａｂ色を測定する。カラースケール：ＣＩＥ
　Ｌ＊ａ＊ｂ＊、照明（Illuminate）：Ｃ、観察者（Observer）：２°、ポートの大きさ
（Port size）：１．３ｃｍ（０．５インチ）、照明領域（Illumination Area）：１．３
ｃｍ（０．５インチ）
【０１２０】
　次いで、試験サンプル間のΔＥ及びレセプタ材料を使用しない白色を測定する
　（より多くのサンプルを取ることができる場合、試験を繰り返してよく、ΔＥ値につい
て本明細書で記載するように、平均ΔＥを算出することができる）。
【０１２１】
　インクの光学密度
　本明細書で言及するとき光学密度は、本明細書に記載するようなインク組成物を有する
シート材料のサンプルを、白色ボール紙（すなわち、ＰＧ２０００、サンケミカルズ（Su
n Chemicals）（米国、ノースカロライナ州、シャーロット（Charlotte））上に置かれた
、分光光度計の下の中央に置くことにより、例えばグレタ・マクベス・スペクトロ・アイ
・反射分光光度計（Gretag Macbeth Specro Eye reflectance spectrophotometer）を用
いて、標準的なＣＩＥＬａｂ色及び密度法を介して測定することができる。（設定：２°
観察者角、フィルタ無し、ＡＮＳＩ　Ｔ密度標準）。（対照基準方法：ＡＳＴＭ　Ｅ　１
３３１－９６、「半球形形状を用いる分光測光法による反射要因及び色のための標準試験
方法（Standard Test Method for Reflectance Factor and Color by Spectrophotometry
 Using Hemispherical Geometry）」）。
【０１２２】
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　表面エネルギー
　本明細書で言及するとき、材料の表面エネルギーは、当該技術分野において既知である
ウォッシュバート試験（Washburt test）を介して測定され、例えばアウグスティヌス・
サイエンティフィック社（AUGUSTINE SCIENTIFIC, LLC）（米国オハイオ州ニューベリ（N
ewbury））により実施される（４９ｍＮ／ｍの低表面張力液体を用いる場合、それは上記
静水頭試験で記載したように調製してよい）。
【０１２３】
　本発明の特定の実施形態を例示及び記載してきたが、本発明の範囲内の様々な他の変更
及び修正が当業者には明らかである。そのための値が本明細書で定義される、特定の特性
又は寸法により定義される各実施形態は、機能的に同等である特性又は寸法を有する実施
形態を含むと理解される、例えば０．５ｃｍの寸法は「約０．５ｃｍ」を意味するとして
理解されなければならない。

【図１】 【図２】
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